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成果報告書 / 吉村 柾彦 

 

1. 学会概要 

会議名： The International Chemical Congress of Pacific Basin Societies 2025  

開催期間： 2025 年 12 月 15 日 ～ 2025 年 12 月 20 日 

開催場所： アメリカ, ハワイ, ホノルル, 国際会議場 

発表題目： 

1. Remote Silyl Groups Enable Hydrolytically Stable and Efficient Photocleavable  

Coumarins for Chemical Biology 

2. Total Syntheses of Non-canonical Strigolactones 

3. Controlling Molecular Interactions in Confined Nanospace: From Fundamental 

Understanding to Glue Discovery 

4.  

2. 学会参加の目的 

本学会は化学分野における世界最大級の国際会議であり、最新の研究動向の把握、および

自身の研究成果である「光分解技術」「植物天然物全合成」「核酸ナノ構造体技術」に関

する口頭発表と研究討論を主目的として参加した。さらに、研究の発展に資する海外研究

者とのネットワーク形成ならびに共同研究可能性の探索も目的とした。 

 

3. 研究発表の概要と成果 

口頭発表では、既報の「光分解技術」「植物天然物全合成」に加え、論文未発表の「核酸

ナノ構造体技術」についても報告した。未発表内容については発表後に多くの研究者から

具体的なコメントをいただき、今後の論文化に向けて有益な研究交流となった。 

 

4. 学会全体を通じた所感と今後の展望 

今回の学会では、内容の異なる 3つの研究セッションにおいて、3件の口頭発表を行っ

た。1つの学会で多様な研究トピックの研究者と議論できる機会は、世界最大級の化学分

野国際会議ならではであり、会期を通じて幅広い研究者と交流を深めることができた。ま

た、いずれのセッションにおいても、自身の研究が独自の視点に基づいて展開できている

ことを再確認した。今後も複数の研究課題を独自の切り口で推進し、国際的な研究交流を

通じて発展させていきたい。 
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